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1 ．はじめに
本稿は近年注目を集めつつある金融社会
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目的にも適合する 5 ）。実際，AOSにも金融社会
論的研究が掲載されている（例えば Millo and 












































に 深 く 埋 め 込 ま れ て い る と 想 定 す る






















様 に 非 人 間 的 実 体 も 潜 在 的 に 含 ま れ る
（MacKenzie 2009, p. 20）。そのため，エージェ
5 ）AOSに関する邦文献として，堀口他（2008）を参照され
たい。




リソアらと発展させたと指摘される（MacKenzie 2009, p. 
19）。




















































































（MacKenzie 2009, p. 26）。













































































の『経済学者が市場を作り出すのか（Do Economists Make 
Markets?）』と題した興味深い編著書を参照されたい。
11）広範にわたる関連研究を参照する場合，Knorr-Cetina 
and Preda (2005)，Callon et al. (2007)，MacKenzie et al. 
(2007)などが参考になると思われる。


















































































































図 1 　SFAS 157における公正価値の階層
































































































































概 念 は， い わ ゆ る「 自 己 成 就 的 予 言（self-
fulfilling prophecy）」の意味合いも含むと思わ
れる。例えばその観点から経済学を捉えた















る（Ferrano et al. 2005）。





















































































































　（出典）MacKenzie (2009) のFigure 2.1を参考に作成した。
                      概念 A                              概念 A 
 
A ではない実例 1                       A ではない実例 1   
 
実例 2                           実例 2 
●                               ● 
●                               ● 














図 2 外延的意味論と有限主義 
出典：MacKenzie (2009)の Figure 2.1 を参考に作成した。 
A の実例 1 
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         既存の集団だけでは決定が 
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